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第２期四国中央市空家等対策計画の概要 

 

1．計画策定の背景・目的 

本市では平成 29（2017）年に四国中央市空家等対策計画を策定し、県内の先駆けとなっ

た代執行、官民連携の要となる四国中央市空き家・空き地対策連携協力基本協定の締結をは

じめ積極的な空き家対策を展開し、一定の成果を上げています。 

しかし、令和 2（2020）年国勢調査、平成 30（2018）年住宅・土地統計調査をはじめと

する統計資料は、取り組みの充実・強化の必要性を示唆しています。また、市議会において

も、様々な指摘や提案がされています。 

そこで、これまでの取り組みをさらに進め、全市一丸となった空き家対策を推進するた

め、第 2 期四国中央市空家等対策計画を策定します。 

 

2． 第 2期計画の基本理念 

 

 

 

 

第 2 期においては、「個に応じた空き家対策の充実と推進」を基本理念とします。 

第 2 期における施策展開にあたっては、地域の特性や個々の課題に応じた支援策の充実を

図り、将来にわたる空き家対策を見据えたうえで、空き家の適正な管理や活用を含めた空き

家対策に努めます。 

 

3． 第 2期計画の基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

四国中央宅建協会、愛媛県建築士会四国中央支部、愛媛県行政書士会四国中央支部、愛媛県

土地家屋調査士会四国中央支部及び愛媛県司法書士会四国中央支部と本市との間で、「四国中

央市空き家・空き地対策連携協力基本協定」を締結しており、これを核とした官民連携の取り

組みを強化します。また、住宅ストックの再生を促進する施策を整えます。住宅ストックの再

生を進めていかなければ、空き家・空き地の増加が進むばかりです。 

〔 第 2期計画の基本理念 〕 

個に応じた空き家対策の充実と推進 

〔 第 2期計画の基本方針 〕 

（１）持続性ある官民連携体制の確立 

（２）住宅ストックの再生の促進 

(*) 本計画においては、「住宅ストック」を「居住に限らず様々な目的の下に

建物と土地で構成される私的専用空間」と定義します。 
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4．目標達成の方策 

 空き家対策の目的は、空き家の再生を通じて、地域活力の維持・向上を図るものです。 

そこで、この目的を実現するために、「空き家の適切な管理の促進」、「空き家又は空き地の

活用の促進」そして「特定空家等への対処」という３つの局面に分けて方策を整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

5．第２期の取り組み（抜粋） 

「空き家の適切な管理の促進」 

 「空き家管理支援業者登録制度」 

所有者等が遠方に住んでいる場合等に、空き家の管理を請け負う業者を一定の基準の下

にリストアップして情報提供する仕組みについて、検討を進めます。 

 

「空き家又は空き地の活用の促進」 

 「過疎地域定住促進住宅整備事業」 

定住の受け皿となる住宅を整備し、移住・定住の拡大を図ることを検討します。 

 

「特定空家等への対処」 

 「老朽危険空家除却支援事業（拡充）」 

老朽危険空家除却支援事業の公益要件を見直し、たとえば鉄道沿線や水害が懸念される

河川沿岸について交付対象に加えます。 
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6． 第２期の取り組み一覧 

 


